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道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業計画の実績に関する評価について 

 

 

道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業計画について、福島再生加速化交付金（道路等側

溝堆積物撤去・処理支援）実施要綱第 11の３の規定に基づき、別添のとおり実績に関す

る評価を報告します。 

 

  



（別添） 

【道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業計画の実績に関する評価様式】  

【計画名称】  棚倉町 道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業計画  

【計画策定主体】棚倉町 

【事業番号】  Ａ－１－１、◆Ａ－１－１－１ 

【事業名】   道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業計画 

【事業費】   836,671千円（うち A-1-1:805,220千円、◆A-1-1-1:31,451千円） 

【事業期間】  平成 30年 6月～令和 3年 3月 

【事業目的・事業地区】 

（事業目的） 

東京電力福島第一原子力発電所の事故後、住民等による通常の道路等側溝の維持管理

活動が中断等している地区の道路等側溝堆積物の撤去・処理を行うことにより、住民等に

よる通常の道路等側溝の維持管理活動を再開し、原子力災害からの復興・再生を加速化さ

せることを目的とする。 

（事業地区） 

 社川地区、高野・近津地区、棚倉・山岡地区（詳細は別紙１参照） 

【事業結果】 

（撤去状況） 

以下のとおり、道路等側溝堆積物の撤去・処理を行った。（詳細は別紙２参照） 

 A－１－１ ◆A－１－１－１ 計 

撤去延長（km） １８４．６km ６．１km １９０．７km 

撤去土量（㎥） ５，２７５㎥ １５３㎥ ５，４２８㎥ 

 

（維持管理活動の再開状況） 

堆積物を撤去後、通常の維持管理活動の再開が可能となった旨を各地区に周知し、中断し

ていた住民等による維持管理活動が再開された。（詳細は別紙３参照） 

【道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業計画の実績に関する評価】 

（道路等側溝堆積物撤去・処理支援事業計画の有用性、経済性） 

 東京電力福島第一原子力発電所の事故後、従前行われていた住民等による道路等側溝

の清掃活動が、側溝堆積物に放射性物質を含んでいること等を理由に中断されていたが、

本計画の実施によって当該堆積物が撤去・処理され、住民等による道路等側溝の清掃活動

が再開した。 

このように、本計画の実施により、東京電力福島第一原子力発電所の事故前の通常の状

態に戻ることができたことから、本計画は有用であったと考える。 

 また、事業の実施について、事業費の設計・積算に当たっては福島県土木工事標準積算

基準等により執行し、棚倉町財務規則等に基づき入札を実施するなど、適正なコストであ

り、本計画の実施における事業費は、妥当であると考える。 



 

（評価） 

 本計画の実施により、東京電力福島第一原子力発電所の事故後に中断していた、住民等

による道路等側溝の清掃活動が再開したことから、目的を十分達成したものと評価でき

る。 

【評価の透明性、客観性、公正性を確保するための取組】 

除染関連の担当課である住民課など、事業担当以外も含めて、本事業計画の評価を合議

制により実施した。 

【事業担当部局】  整備課   電話番号：０２４７-３３-２１１４ 

 

 

 

  



（別紙１） 

実施地区 

 

 

  

 

①社川地区 

③棚倉・山岡地区 

②高野・近津地区 



（別紙２） 

事業実施前後の写真 

（１） 社川地区 

  

  

 

（２）高野・近津地区 

  

  

 

（３）棚倉・山岡地区 

  

  



（別紙３） 

維持管理活動の再開 

 

（１）社川地区    （県事業も実施）   （再開日：令和元年６月２日） 

（２）高野・近津地区 （県事業も実施）   （再開日：令和３年４月４日） 

（３）棚倉・山岡地区 （県事業も実施）   （再開日：令和３年４月１７日） 

 

〇住民による維持管理活動の再開状況 

（１）社川地区 

 

 

（２）高野・近津地区 

 
 

（３）棚倉・山岡地区  

 


